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核酸は糖の種類により DNA と RNAの 2 種に大別され，これらの任意の塩基配列を有する
オリゴヌクレオチドの化学合成は，純化学的な興味のみならず，その分子生物学への応、用とい







われている。一方， RNA においては糖部の2/ 位水酸基のため DNA に比べてその化学合成は
困難であったが， Ikehara らは合成したリボオリゴヌクレオチドを RNA ligase により結合し，
鎖長77の E. coli tRNAyet の nascent strandの全合成に成功し，そのアミノ酸受容活性を認
め，化学合成のレベルでDNA に近づきつつあることを示した。
第一章において， E. coli tRNAyet の全合成を比較的，大量に取り扱う際に役立つと考えら
れる 5/末端より 21-34番目に対応するテトラデカリボヌクレオチドを， リン酸の保護基として
パラクロロフェニル基とアニリド基を用いトリエステル法により合成した。また，このリボオ







































薬を合成し，これを用いて DNAの発現調節プロモーターの Pribnow box部を変換すること
に成功した O これを更に延長して この部分の一塩基のみの異る 3 種のドデカデオキシヌクレ
オチドを合成する為 固相法の混合ヌクレオチドによる方法を試み，その分離精製にも成功し
た。次に3' 末端に何らかの保護基を有するオリゴやマーを， DNA転写のストッパーとする為，
固相担体上で5'→ 3'方向への鎖の伸長法を考案し 3'末端にオルトクロルリン酸を持つドデカ
デオキシヌクレオチドの合成に成功した。
これらの成果は博士論文請求に値いするものと認める。
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